
大接戦の若い力

と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う

町青協バレーーボール大会

灘
職

　町青協のバレーボール大会で函

迫Aチームが優勝しました。

　この大会は、5月15日中央公民

館に町内各区の青年団16チームが

参加して開かれ、4チームづっ4

パートに分かれてリンクリーグ戦

を展開しましたが、次の4チーム

が進出し決勝トーナメントを行な

いま一した。成績は次のとおり。
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正
副
議
長
を
再
選

　
こ
の
ほ
と
開
か
れ
た
町
議
会
て
正
副

議
長
の
改
選
が
行
な
わ
れ
投
票
の
結
果

議
長
に
黒
木
利
男
議
員
、
副
議
長
に
矢

野
貞
夫
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
再
選
き
れ
ま

▼
議
　
長
　
里
木
　
利
男

▼
副
議
長
　
矢
野
　
貞
夫

▼
総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
長
1
1
畝
原
昭
則
、
副
委
員
長
一

里
木
芳
雄
、
委
員
巨
畢
木
利
男
、
橋
口

昭
夫
。
甲
斐
定
已
、
橋
口
登
、
．

▼
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
H
原
田
昇
、
副
委
員
長
1
1
黒

田
功
、
委
員
一
矢
野
貞
夫
、
矢
野
日
好

里
木
九
一
、
川
口
利
雄
．

▼
農
林
土
木
常
任
委
員
会

　
委
員
長
”
寺
原
国
義
、
副
委
員
長
一

山
田
年
雄
、
委
員
犀
清
水
徳
男
、
篁
瀬

清
美
、
海
野
与
七
、
河
野
定
男
．

黒
　
木
　
議
　
長

メ
グ
・

し
た
。

　
つ
哉
・
に
各
苦
汁
仕
委
ロ
貝
A
互
委
ロ
貝
の
橿
…
敏

か
え
か
な
き
れ
た
あ
と
各
委
員
会
こ
と

に
正
副
委
員
長
を
互
選
し
ま
し
た

　
な
お
特
別
委
員
会
の
構
成
は
従
来
の

と
お
う
て
す

▼
国
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
促
進

　
特
別
委
員
会

　
委
員
長
一
筆
瀬
清
美
、
副
委
員
長
1
ほ

里
木
九
一
、
委
員
1
1
橋
口
登
、
寺
原
国

義
、
川
口
利
雄
、
海
野
与
七
。

▼
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
口
原
田
昇
、
副
委
員
長
1
1
河

野
定
男
、
委
員
旨
矢
野
日
好
、
里
田
田

甲
斐
定
評
、
里
、
木
利
男
。

▼
病
院
経
営
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長
1
1
矢
野
貞
夫
、
副
委
員
長
1
1

清
水
徳
男
、
委
員
1
1
學
、
木
芳
雄
、
畝
原

昭
則
、
山
田
年
雄
、
橋
口
昭
夫
。

矢
野
副
議
長

所
得
税

　
今
同
、
昭
和
五
十
一
年
分
所
得
税
の

特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還

付
き
れ
る
こ
と
に
な
う
ま
し
た
．
、

　
還
付
き
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

一
人
に
つ
｝
、
二
二
千
円
と
し
て
計
算
し
た

金
額
て
す
　
た
た
し
、
納
め
た
昭
和
五

L
「
一
年
分
の
所
得
税
額
の
方
か
少
な
い

と
き
は
、
そ
の
税
額
と
な
り
ま
す

　
そ
こ
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し

ま
し
よ
う

八
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
＼

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
昭
和
五

十
一
年
分
の
所
得
を
納
め
た
人
て
す
。

た
た
し
、
利
子
、
配
当
な
ど
の
源
泉
分

離
課
税
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
還
付
き

れ
ま
せ
ん

〈
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
＼

「
1
辞
ニ
フ
リ
ー
マ
ノ
の
場
△
口

　
本
任
六
月
↓
日
現
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
し
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ノ
は
、
お
よ
そ
六
月
～
七
月
こ
ろ

賞
与
や
給
与
を
受
取
る
と
き
に
、
勤
務

先
か
ら
還
付
き
れ
ま
す
　
し
か
し
、
給

与
以
外
に
所
得
か
あ
r
．
た
う
、
ニ
ケ
所

以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め

に
確
定
申
告
を
し
た
敵
て
、
勤
務
先
か

ら
還
付
し
㍉
、
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な
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分
か
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と
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、
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、
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②
事
業
所
得
者
な
と
の
場
合

　
事
業
所
得
歪
な
と
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
下
旬
こ
ろ
に
税

務
署
か
・
っ
還
付
を
受
ナ
ら
れ
る
金
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
　
そ
の
際
、
同
封
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た
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に
、
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を
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し
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、
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返
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し
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さ
い
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と
、
税
務
署
か
ら
還

付
金
の
支
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書
か
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れ
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き
ま
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ら
、
こ
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書
に
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っ
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郵
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局
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還
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を
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取
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こ
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に
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の
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を
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を
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が
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今
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五
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に
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し
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や
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昨
年
中
途
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退
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し
た
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の
た
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、
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の
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金
を
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泉
徴
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年
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調
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と
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、
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務
署
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を
し
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く
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昭
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五
十
一
年
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の
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書
を
提
出
し
て
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な
い

人
は
、
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限
後
の
確
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告
を
し
て
、

特
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を
瞬
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
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こ
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（
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く
た
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れ
て

お
つ
、
ま
た
、
販
売
員
は
身
分
証
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書

を
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行
し
て
い
ま
す
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員
と
し
て
存
職
　
こ
の
間
、
経
済
部

委
員
会
委
員
長
な
と
を
歴
任
し
地
方

自
治
の
進
展
に
寄
与
し
た
功
績
に
対

し
叙
動
き
れ
た
も
の
て
す

　
ま
た
里
木
き
ん
は
長
年
に
わ
た
つ

商
工
会
長
、
農
協
理
事
、
民
生
委
員

な
と
を
つ
と
め
、
現
在
も
迫
野
内
老

人
ク
ラ
ブ
会
長
、
県
神
社
庁
監
事
、

た
ば
こ
小
売
人
組
合
理
事
な
と
の
要

職
に
あ
り
な
お
石
躍
中
て
す

．
．
り
、
・
・
．
。
、
ζ
．
　
，
ζ
～
。
。
　
～
亀
ノ
．
．
㍉
σ
、
・
．
・
、
覧
　
・
く
f
J
・
ノ
ノ
㌔ム・もノ㌔．。、、・㌔鴨ρ．○●’ノ9．◎4b響．～、・。．

甘

’

㌔

覧
、

ρ
　
　
　
　
、

－
自
叩

　
ド

わ
ゆ
る
健
康
食
品
は
あ
く
ま
て
普
通
食

品
て
あ
っ
て
栄
養
面
て
何
ら
か
の
配
慮

か
さ
れ
て
い
る
食
品
と
は
い
え
て
も
、

柄
気
の
予
防
や
治
療
を
目
的
と
し
た
も

の
て
は
あ
う
ま
せ
ん
．
．
し
た
が
っ
て
「

高
皿
圧
、
糖
尿
病
、
胃
三
生
の
予
防
に

一
な
と
医
薬
品
と
し
て
の
効
能
を
う
た

う
こ
と
や
二
目
二
回
食
後
服
用
　
な

と
の
よ
う
に
医
薬
品
の
よ
う
な
服
用
方

法
を
表
示
し
た
り
広
告
す
る
こ
と
は
禁

し
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
薬
品
に
は
標
示

　
そ
こ
て
医
薬
品
と
食
品
と
の
見
分
げ

顧
て
す
が
、
医
薬
品
に
は
そ
の
外
箱
に

［
効
能
効
果
」
　
一
有
効
成
分
の
名
称
と

そ
の
分
量
「
【
用
法
や
用
量
一
か
明
記

艶
、
・
れ
て
い
ま
す
．
．
ま
た
一
見
飲
料
水
と

ま
ぎ
ら
わ
し
い
ド
リ
ノ
ク
剤
な
と
て
は

「
医
薬
品
一
と
記
載
か
し
て
あ
う
ま
す

　
食
品
は
、
　
一
生
涯
摂
取
し
て
も
健
康

を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
な
け

れ
ば
な
う
ま
せ
ん
か
、
そ
の
本
来
の
目
［

的
で
あ
る
栄
養
補
給
あ
る
い
は
、
健
康

維
持
の
た
め
売
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

医
薬
品
と
区
別
し
て
正
し
く
用
い
る
よ

う
に
し
ま
し
チ
つ

じ

付受張出の金年●祉福

福祉・年金係出張受付日程

　
児
童
手
当
の
現
況
届
け
と
老
人
医
療

費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
、
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
申
請
の
受
付
を
次
表

の
日
程
て
わ
こ
な
い
ま
す

　
明
車
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
印

鑑
と
保
険
証
を
、
、
老
人
医
療
費
の
適

用
を
受
享
」
い
る
人
は
印
鑑
と
保
険

証
、
受
給
者
証
を
こ
持
参
く
セ
さ
い

　
な
わ
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
を
こ
持

参
く
セ
き
い
。

所場
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一
迫
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一
人
之

寺
福

老人儘祉館
鶴之内公民館

坦∠内公民館
　
　
一
館

　
〃
民
〃

　
　
公

原
野
坂
深
一

翻
羽
仲

一
所
所
所

一
育
会
会

三
豊
集

詩
会
川

　
　
　
度

坪
児
F

名
迫
頗
田
内
内
原
野
坂
深
谷
玉
川

凶

寺

幌
小

鶴

迫

八

田

野

之

野

重

穫

羽
仲
　
斗
越
ド

15時

11時

i工吟

15時

11時

14時

15時

11時

15時

11時

15β￥30ラ｝

14時

時　
　
～
　
～
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～

日

正3昌￥30ラ｝

9時30分

9時30分

13野￥30ラ♪

9時30分

13昌｝30ラ）・

14王ヶ30う｝

9時30分

13ゴヶ30ク∫

9時30分

14時30分

13ゴヶ30ラ｝

6月23日

6月24日

6月27日

6月28日

6月29日
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町報とうこう
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

…
お
し
ら
せ
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

醒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
、
ゴ
5
砂
．
．
こ
嗣
…

…
ご
0
ヤ
～
，
．
…

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

　
町
誌
編
集
か
ら

　
四
月
号
の
町
報
で
石
塔
に
つ
い
て
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
ご

教
示
い
た
ゼ
㍉
、
・
深
謝
い
た
し
て
い
ま

す
。　

つ
き
ま
し
て
は
次
の
こ
と
を
再
磨
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

一、

n
蔵
尊
、
馬
頭
観
音
、
道
祖
神
が

　
安
置
き
れ
て
い
る
と
こ
ろ
．
．

二
、
若
宮
、
い
な
り
、
薬
師
、
大
日
如

　
来
、
鬼
子
母
神
の
ま
っ
て
あ
る
社
の

　
あ
る
と
こ
ろ

　
　
（
連
絡
先
　
塩
月
儀
市
、

　
　
　
　
　
　
電
話
　
二
五
〇
四
）

　
登
記
所
廃
止
に
つ
い
て

　
宮
崎
地
方
法
務
局
東
郷
出
張
所
が
日

向
出
張
所
に
統
合
き
れ
四
月
二
十
五
日

か
ら
事
務
が
移
管
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
こ
の
た
め
、
登
記
そ
の
他
の
事
務
は

す
べ
て
日
向
出
張
所
で
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
▽
日
向
出
張
所

　
　
所
在
地
　
日
向
市
本
町
1
0
番

　
　
電
　
話
　
日
向
②
二
九
四
四
番

今
月
の
税
金

町
　
県
　
民
　
税
　
¶
・
　
期

　
　
　
　
納
期
　
6
月
3
0
日

身
障
者
（
児
）
の
相
談

　
町
で
は
つ
ぎ
の
要
領
で
身
体
障
害
者

（
児
）
の
相
談
に
応
じ
ま
す
．
．

▽
期
　
　
日
　
6
月
2
1
日
（
火
）

▽
受
付
時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午

▽
場
所
町
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
と
範
囲

　
肢
体
不
自
由
一
障
害
程
度
．
の
判
定
、

　
義
手
、
義
足
、
車
い
す
、
松
葉
杖
、

　
コ
ル
セ
ッ
ト
、
靴
型
装
具
な
ど
の
交

　
付
、
修
理
、
再
交
付
申
請
手
続
き
。

　
聴
力
障
害
陪
補
聴
器
の
修
理
、
再
交

　
付
申
請
手
続
き
。

　
視
力
障
害
1
1
盲
人
安
全
杖
な
ど
の
交

　
付
、
再
交
付
申
請
手
続
㍉
．
・
．
、

　
　
障
害
者
で
施
設
入
所
を
希
望
す
る

　
人
の
一
般
的
相
談
。

▽
持
参
物
申
請
手
続
き
の
た
め
の

　
障
害
者
手
帳
、
印
か
ん
、
修
理
の
必

　
的
な
補
装
具
な
ど
．
、

町
職
員
発
令

採
　
用
（
5
月
1
日
付
）

▽
海
野
久
美
子
（
国
表
小
勤
務
）

　
土
地
開
発
公
社
の
役
員

　
5
月
2
5
日
付
で
町
土
地
開
発
公
社
の

役
員
が
つ
ぎ
の
と
お
り
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
2
年
間
で
す
。

　
▽
理
事
△
　
木
村
誠
（
町
長
）
、
黒

木
利
男
（
町
議
会
議
長
）
、
笙
瀬
春
美

（
助
役
）
、
甲
斐
誌
朗
（
収
入
役
）
、

東
村
吉
市
（
総
務
課
長
）
、
寺
原
寿
夫

（
企
画
開
発
課
長
）
、
富
山
貞
夫
（
建

設
課
長
）
、
黒
木
勝
（
農
林
課
長
）
，

　
▽
監
事
△
　
藤
崎
今
朝
男
（
町
監
査

委
員
）
、
寺
原
健
（
日
向
農
業
協
同
組

合
東
郷
支
店
長
）
．
、

　
　
『
坪
谷
慕
情
」
を

　
　
　
　
　
　
レ
コ
ー
ド
化

　
牧
水
顕
彰
会
で
は
レ
コ
ー
ド
「
坪
谷

慕
情
（
和
田
貞
一
作
詞
、
福
島
一
実
作

曲
）
」
を
発
売
中
で
す
。

　
こ
れ
は
昨
年
十
一
月
に
発
表
さ
れ
た

も
の
を
こ
の
ほ
ど
レ
コ
ー
ド
化
し
た
も

の
で
一
枚
七
百
円
、
町
教
育
委
員
会
ま

た
は
牧
水
記
念
館
に
あ
り
ま
す
。

　
r
争
へ
》
フ
ー
ρ
嚢
：
繋
窮
輩
僅
．
k

　
　
　
　
　
4
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
一
軍
の
名
庄
所

直
野
　
　
晋
　
　
一
　
坪
谷

一
小
川
　
　
隆
良
昭
福
瀬

…
大
　
賀
　
美
　
即
事
　
広
．
小
野
田

高
野
美
咲
．
幸
俊
寺
迫

今
月
の
心
配
ご
と

　
　
　
　
　
相
　
談
　
日

　
　
　
6
月
2
1
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

灘
難
欝
欝

結
婚
お
め
で
と
う

　
氏
　
　
　
　
　
名

三佐橋小原小山製糸北黒筒那二本川海毛黒安黒岩

岐藤口松田野口野平山木井須川田越野利回藤木野

イ義マ益和毛順今工敬寿研信賢ア　寿寛優孝八田

ツ　　　　 朝ツ　美　　 ヤ　美　　代　名
子広キ岡枝人子重子一子一子一子昇子純子生子弘

日迫西鶴小田日越福翌日寺号北弘福寺都、日寺南迫住
向野郷野野　向　　左向　　海岡　　農向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郷野
市内村内田野市表瀬県市追表道市瀬迫町市迫村内所

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

佐矢塩黒

藤野月木氏

シフ留武名

ナデ吉夫

一一一 ﾜちのうごき一一二

2
D

↑
↑

人
人

α乙

W9

」
3

6
　
　
3

口
人
男

年
齢
一
庄
所

40

阡

88

I
野
内

　
　
一

82

@
…
坪
　
谷

競
迫
欝
…

女　3，418人（一3

世帯数1，758戸　（10

52年5月1日現在

（　）は対前月比

．絵�
q
皿
、

　
警
察
官
の
募
集

　
県
警
察
で
は
大
呪
．
士
卒
業
者
を
対
象
に

警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
．
、
詳
し
く

は
駐
在
所
か
警
察
署
に
お
問
合
せ
く
だ

き
い
。

　
受
付
　
6
月
3
日
～
6
月
2
7
日

　
一
次
試
験
8
月
7
日
（
日
）

一

一
し
た
時
は
か
け
た
人
の
声
が
警
察
に
は

聞
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
場
合
、
警
察
の
ほ
う
か
ら
受
話

器
を
置
く
よ
う
指
示
が
あ
り
ま
す
の
で

　一

x
受
話
器
を
置
い
て
ベ
ル
を
持
っ
て

く
だ
き
い
．
、

　
つ
ぎ
に
ベ
ル
が
な
っ
た
ら
受
話
器
を

あ
げ
て
話
し
て
く
だ
き
い
．
．
こ
の
と
き

初
め
て
双
方
で
話
が
で
き
ま
す
、
、

　
　
　
　
　
　
（
山
陰
警
察
官
駐
在
所
）

一
　
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
ご
う

一
　
長
雨
で
路
肩
は
軟
弱
に
な
り
路
面
は

す
べ
り
ゃ
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
．

　
路
面
に
水
が
ナ
の
る
と
ハ
イ
ド
ロ
フ
ン

．
ー
ン
現
象
が
お
こ
リ
ブ
レ
ー
キ
を
か
3

て
も
急
に
停
車
で
き
ず
停
止
距
離
も
並
日

一
通
の
二
倍
に
も
な
る
時
が
あ
り
ま
す
・

　
道
路
状
況
を
よ
く
考
え
安
全
運
転
を

…
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
う
、
．

…
一

一
　
一
［
○
番
電
話
の
取
扱
い

…　

ｬ
内
の
加
入
電
話
は
一
一
〇
番
ゲ
イ

ー
ヤ
ル
で
日
向
警
察
署
に
つ
な
が
り
ま
す

が
’
公
衆
電
話
の
う
ち
赤
電
話
を
使
用


	正副議長を再選－常任委員会も構成がえ

	所得税の減税

	誤解されている健康食品

	福祉・年金の出張受付

	登記所廃止について

